
 

 

 
 
 
充実の秋！ ②  ２年生職場体験学習、１年生野外宿泊活動 
  今号では、９月１２日（火）～９月１４日（木）の２年生の職場体験学習、１年生の野外宿泊活動の様子

をお伝えします。 
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※バージョンアップ…状況に応じて、さらに発展、進化、成長すること。 

                                          文責：校長 佐々木 則弘 

 【職場体験学習の目的】                          

（１）労働の喜びや苦労を知り、働くことの意義を体感する 

（２）自ら気づき、進んで考え判断し行動できる力を身に付

ける 

（３）社会でのルールやマナーを身に付け、生活に生かす。

（４）体験活動を通して、「自分の将来の生き方やあり方」    

を考え、今後の進路への意識を高める」 
 
受け入れてくださった１９事業所に別れ、上記の４つを目

的として、２年生職場体験学習を行いました。各事業所の

皆様から、生徒たちはとても真面目に体験に取り組んでい

たと、お褒めの言葉をいただきました。 

体験を終えた生徒の感想をいくつか紹介します。 
 

○覚えることはたくさんあったし大変でしたが、楽しかったで 

す。働くのは大変だけど、やり切った時の達成感が大きいん 

だと思いました。 

○１番の目標であった仕事の大変さや楽しさについて知るこ

とができた。大変なところは仕事の量が多いこと。そして、お

客さんなどから感謝の気持ちを伝えられたり、褒められた

りするのが嬉しいし楽しいということが分かった。 

○先生方がどれだけ大変なのかが分かりました。言うことを 

聞かな\い子もいて、それを何十人もまとめている先生は

本 

当にすごいと感じました。そして、子供 

と触れ合う楽しさをあらためて感じ 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

２年生の皆さんは、【職場体験学習の目的】にあるよう

に、今回の体験を「自分の将来の生き方や在り方」を考え

る際に役立ててほしいと思います。 

【野外宿泊活動の目的】 

(1) 体験活動を通じて「生きる力」（自分で考え、判断し。実

行する）を育む 

(2) 自然の偉大さ、厳しさ、やさしさを知ることにより、自然

や物を大切にする心や豊かな感性をみがく。 

(3) 共同生活を通じて、協力する心、我慢する心、感謝の

心、奉仕する心を育む 
 

【１日目】 
午前中に、佐世保市パールシーリゾートで「九十九島レク
チャー」「海風広場ガイドウオーク」の二つの活動を行った
後、午後から青少年の天地に移動し、野外炊さんを行いま
した。班員で協力してカレー作りを行い、おいしくいただきま
した（中には、ごっちんの班もあったようです・・）。 
夜は、烏帽子岳夜間歩行にも出かけました。 

 
【２日目】 

  ２日目のメインは、オリエンテーリング 

です。地図を見ながらチェックポイントを 

通過し、すべての班が無事にゴールする 

ことができました。 

夜はキャンドルファイヤーを行い、    

仲間と火を囲んで友情を深めると 

ともに、これからの私たちについて 

誓いを立てました。 

 

【３日目】 

 退所式の後、少年科学館にて、 

プラネタリウムや展示物を見学 

したのち、帰宅しました。 

 

活動を終えた感想に次のようなものがありました。 

○この３日間はとても楽しく充実したものだったけど、話・連 

絡・指示の時などのおしゃべりが皆抑えきれなかったの 

で、そこは今後の１番の課題だと思います。しかし、１日目 

に言われたもっと早く動くということは、２、３日目はできて 

いたと思います。３年生の修学旅行までには、話を聞く時 

のおしゃべりをきちんとなくせたらと思います。 

１、２年生の皆さん、大切なのは、今回の活動で身に付けた社会でのルールやマナー、自ら気づく力を、今後の学校生活

や３年生での修学旅行といった行事に生かすことです。日々バージョンアップしていきましょう。 


